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 ドイツ産、韓国産、アメリカ産を分析対象として取り」二げており、韓国においてはフランス産、ド
 イツ産、日本産、アメリカ産を取り、.しげて両国とも製品11属性8項目を原産国属性の変数として扱っ
 ている。こうした1萬性の一部はHan&Terpstra(].988)の研究を含む多数の先行研究も踏まえ
 ている。
 そして、口・韓両国消費者によるブランド属性の評価を帝℃みるため、日本ではPellgeot307sw、
 BMW320i、HyunclaiXG250、FordM'011deo2.0を取り.kげている。一方、韓1・111ではPellgeot
 307sw、BMW320i、ToyotaLexusIS200、FbraMglldeo2.0を分析の対象として取り上げて
 いる。Ericksolleta1,(].984)とHan(1998)の研究でも多数の変数が分析に川いられているが、
 自動車ブランドの属性変数として購買意向を含めて多いに15個の属性を扱っている。また海外ブラ
 ンドの車に対する口・韓両国の消費者の購買性向を比較するため、6つの項目を取り上げている。
 データは2005年1月から3月の間に両国とも6週間づつ収集され、r!木170部と韓Ill∫1251部が分析に
 用いられている。
 分析では、データを集計して特徴を把握するために記述統計分析を、人lil学属性による差異検定
 と特徴把握のためにクロス集計を川いたズ検定を行っている。そして口・韓比較のためには独立
 サンプル丁検定を、原産国効果検定のためには一元配撒分散分析を行っている。また、諸変数間
 の相関関係を試み、共通因子抽出や信頼性検定のために相関分析、因』仁分析、信頼性分析をそれぞ
 れ行っている。最後に、購買行動に関する因果関係を試みるために因・了・得、“、くを川いた・1回帰分析を、
 総合的な因果モデルの構築には共分散構造分析を行い、統計的検定を試みる。なお、尺度としては
 7段階評定(7-poilltli1{ertscale)を川いており、これらの分析にはSPSS1]..5とAMOS5バージョ
 ンのソフト。ウェアを利用している。
 統計分析では、極めて興味深い結果の発見が出来た。木研究の目的であるr巨韓の消費者行動の
 特徴把握、原産国効果の検定、さらに購買行動に関する因果モデルの構築など様々な研究成果を果
 たしている。日本の消費者たちはドイツ製に対し、そして韓国の消費者たちは口木製に対して高く
 評価している。
 特に、日本の消費者はドイツ産に対する属性評価が極めて高く、購買意向に13き1しても強い。ドイ
 ツ産に続き、認知、技術、名声の'項目ではアメリカ産が、できばえ、興味、信頼、購買意向に関し
 てはフランス産が良い評価を得ている。一方、韓国産に対しては全般的な評価が低い巾、アメリカ
 産やフランス産より親しみの項目に関しては良い評価を得ており、好感度が比i咬的高いとされてい
 る。このような結果には、品質評価において極めて顕著な厳しさを持っている日本の消費者行動が
 反映されており、韓国産とアメリカ産製品は低い評価を得ていることが明確になっている。
 そして韓国の消費者の場合は、日本産に対する評価が極めて高い。日本産に対する全ての属性評
 価が高く、購買意向に関しても他の困の製品より強い。口水産に続き、ドイツ産、アメリカ産、フ
 ランス産の順になっている。特にこうした傾向は、Ililt国の経済成長期において韓国企業の技術導入
 のパートナーとして日本企業が・選定されたことと、長期間にわたって日本の家電製品などに対する
 ・選好傾向が極めて強かったことに起因する。つまり、こうした歴史的な状況の影響を受け、日本産
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 一方、研究内容や方法を考慮することから本研究の限界として次のように指摘する。まず、研究
 の対象として高関与の自動車のみに分析が行われており、木研究の分析結果やモデルが他の製品に
 当てはまるかについては、明らかにしなかったことである。そして「1。韓比較を試みたが、日本の
 場合地域的な偏向性とサンプルの数がrl標の200部より少なかったことである。そして消費者の購
 買意向のみに焦点を当てており、ブランド評価が実際の購買時点とは異なる可能性も考えられる。
 分析内容においては、原産園イメージやブランドイメージを構成する属性項目の中に、サービス
 の側面、販売システムに関する側面などについて考慮しなかったことである。これらは、販売に大
 きな・影響を与えられる項目であるが、本稿では考慮しなかった。そして目・韓比較を試みたが、国
 内製品との対比が行われていないことである。原産国効果について検定が行われたが、国内製品と
 海外製品に対する態度比較については考慮しなかったことである。さらに、マーケティング戦略を
 探るための競争関係について詳細に説明しなかったことなどは本研究の限界として'残る。
 したがって、今後の原産国効果研究の方向性としては、領域を原産国イメージとブランドイメー
 ジのみならず、一般の国家イメージまで取り」1げて行うことが考えられる。さらに、.一[.二述したサー
 ビスや販売システムなど販売に■影響するほかの属性も取り..しげ、一層多様な国と製品を対象に研究
 を進めることが期待される。また、国内製品と海外製品を同時に・考か醸し、消費者の態度を分析する
 ことも期待される。
 論文審査結果の要旨
 本論文は、国際マーケティング論で議論されてきた、原産国効果についての実証的研究であり、
 特に日本と韓国での自動車のブランドに対する消費者の認知についての研究である。
 第一章では、序論として木論文のマーケティング論、国際経営論の中での位置づけと、研究の目
 的等が述べられている。
 第二章では、仮説設定の前提となる文献の検討、仮説設定及び研究の方法、すなわちデータ収集
 の方法について述べられている。
 第三章の第一節では、アンケートにより得られたデータの統計的な分析方法とサンプルの性格に
 ついてまとめられている。
 回章の第二節では、クロス集計、差異検定、分散分析、相関分析、因子分析の結果について、述
 ・べられている。
 第四章では、因果モデルとしての回帰分析と共分散構造分析の結果がまとめられている。また、
 その上での日本と韓国の比較が行われている。
 第五章では、以上の統計的分析の結果を、原産国効果及び日韓比較の観。庶からまとめている。
 第六章では、以上の結果から、国際比較、国際経営論、消費者行動論(マーケティング論)、経
 営戦略論等の観点からの含意について述べられている。
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